
○徳島大学国際交流会館及び日亜会館留学生宿舎規則          

平成２７年６月２３日 

規則第８号制定 

（設置） 

第１条 徳島大学（以下「本学」という。）に，徳島大学国際交流会館及び徳島大学日亜会館留

学生宿舎（以下「会館等」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 会館等は，本学と外国の大学等との教育，研究及び文化の交流の推進に寄与するため，

外国人留学生及び外国人研究者に住居を提供することを目的とする。 

（会館等の管理運営責任者） 

第３条 会館等の管理運営責任者は，高等教育研究センター長（以下「センター長」という。）

とする。 

（審議機関） 

第４条 会館等の管理運営に関する重要事項は，徳島大学国際交流委員会（以下「委員会」とい

う。）で審議する。 

（施設） 

第５条 徳島大学国際交流会館（以下「会館」という。）に，次の表に掲げる施設を置く。 

居室 単身室３２室，夫婦室１５室，家族室３室 

共用施設 多目的ホール１室，テニスコート１面 

２ 徳島大学日亜会館留学生宿舎（以下「宿舎」という。）に，次の表に掲げる施設を置く。 

居室 単身室３０室 

（入居資格） 

第６条 会館に入居できる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 本学に在学する外国人留学生で，成績・人物とも優れたもの及びその家族 

(2) 本学が受け入れた外国人研究者及びその家族 

(3) その他センター長が適当と認めた者 

２ 宿舎に入居できる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 本学に在学する女性外国人留学生で，成績・人物とも優れたもの 

(2) 本学が受け入れた女性外国人研究者 

(3) その他センター長が適当と認めた者 

（入居の申請及び許可） 

第７条 会館等に入居を希望する者は，所定の書類により，センター長に申請しなければならな

い。 



２ 入居の許可は，委員会の議を経て，センター長が行う。 

（入居の手続） 

第８条 前条の規定により入居を許可された者は，所定の期日までに必要な手続を行った上，入

居を完了しなければならない。 

（入居の許可期間） 

第９条 入居の許可期間は，原則として６月以上１年以内とする。ただし，外国人研究者にあっ

ては１月以上１年以内とする。 

２ センター長は，やむを得ない事情があると認めた場合は，入居期間の延長を許可することが

できる。この場合においては，第７条の規定を準用する。 

（寄宿料等） 

第１０条 会館等に入居した者（以下「入居者」という。）は，徳島大学国際交流会館及び日亜

会館留学生宿舎料金規則（平成２７年度規則第９号。以下「料金規則」という。）に基づき，

寄宿料及び使用料を納付しなければならない。 

２ 既納の寄宿料及び使用料は，返還しない。 

３ 入居者は，寄宿料及び使用料のほか，料金規則に基づき光熱水料及びその他の経費（以下「経

費」という。）を負担しなければならない。 

（施設保全の義務） 

第１１条 入居者は，会館等の秩序の維持及びその施設，設備，備品等の保全に努めなければな

らない。 

２ 入居者は，火災その他の災害の防止及び保健衛生に留意し，快適な居住環境の保持に努めな

ければならない。 

（損害賠償） 

第１２条 入居者は，その責に帰すべき理由により会館等の施設，設備，備品等を滅失，破損又

は汚損したときは，直ちにセンター長に届け出るとともに，損害を賠償し，又は遅滞なく原状

に回復しなければならない。 

（遵守事項） 

第１３条 入居者は，次の事項を遵守しなければならない。 

(1) 入居者以外の者を宿泊させてはならない。 

(2) 共同生活の秩序又は風紀を乱してはならない。 

(3) その他別に定める事項 

（入居許可の取消） 

第１４条 センター長は，入居者が次の各号のいずれかに該当するときは，委員会の議を経て，

入居の許可を取り消すことができる。 

(1) 第８条に規定する入居の手続を所定の期日までに完了しないとき。 



(2) 寄宿料及び使用料又は経費の納付を怠り，督促しても納付しないとき。 

(3) 第１２条に規定する損害賠償又は原状回復の義務を履行しないとき。 

(4) 保健衛生上の理由等により会館等における集団生活に適さないと認められるとき。 

(5) その他会館等の管理運営上，著しく支障があると認められるとき。 

２ 前項の規定により入居の許可を取り消された者が被る損失については，本学はその責任を負

わない。 

（退去） 

第１５条 入居者が次の各号のいずれかに該当するときは，遅滞なく会館等から退去しなければ

ならない。ただし，第４号については，センター長が特に必要と認めたときは，この限りでな

い。 

(1) 入居資格を喪失したとき。 

(2) 入居期間が満了したとき。 

(3) 前条第１項の規定により，入居の許可が取り消されたとき。 

(4) 休学するとき。 

（退去手続） 

第１６条 入居者が退去しようとするときは，あらかじめ別に定める様式によりセンター長に届

け出なければならない。ただし，第１４条第１項の規定により，入居の許可を取り消された者

については，この限りでない。 

（退去検査） 

第１７条 入居者が退去するときは，居室及び居室に備え付けた設備，備品等を原状に復した上，

センター長の指定する者の検査を受けなければならない。 

２ 前項の検査に際して，入居者はこれに立ち会うものとする。 

（退去の猶予） 

第１８条 第１５条第１号，第２号及び第４号の規定により入居者が退去する場合において，セ

ンター長がやむを得ない事情があると認めたときは，退去の猶予を認めることがある。 

２ 退去の猶予については，第７条の規定を準用する。 

（共用施設の使用者） 

第１９条 会館の共用施設を使用することができる者は，入居者のほか，センター長の許可を得

た者とする。 

２ 使用にあたっては，第１１条及び第１２条の規定を準用する。 

（共用施設の使用時間） 

第２０条 会館の共用施設の使用時間は，午前９時から午後９時までとする。ただし，センター

長が特に必要と認めた場合は，この限りでない。 

（事務） 



第２１条 会館等の事務は，学務部国際課において処理する。 

（雑則） 

第２２条 この規則に定めるもののほか，会館等の使用に関し必要な事項は別に定める。 

附 則 

１ この規則は，平成２７年７月１日から施行する。 

２ 徳島大学国際交流会館規則（平成６年規則第１１６６号）及び国立大学法人徳島大学地域・

国際交流プラザ留学生宿舎規則（平成１７年度規則第７７号）は，廃止する。 

３ この規則施行の日の前日に現に徳島大学国際交流会館規則及び国立大学法人徳島大学地域連

携・国際交流プラザ留学生宿舎規則の規定により入居又は使用の許可を受けている者は，この

規則に基づき入居又は使用の許可を受けたものとみなす。 

附 則（平成２８年３月１５日規則第６９号改正） 

この規則は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年３月２７日規則第７８号改正） 

この規則は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月２３日規則第７０号改正） 

この規則は，令和２年４月１日から施行する。 


